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【教育委員会定例会提出資料】 

議案第１号 教 育 部 学校教育課 

令和５年 12 月 26 日提出 (課長)藤澤一渡 (担当係長)城之内高明  

  

タイトル 
安曇野市立学校通学区域審議会の答申を踏まえた小規模特認校

制度の導入について 

決定を要する事項の内容 
明北小学校に小規模特認校制度を導入することについて承認を

求めるもの 

要旨 
安曇野市立学校通学区域審議会より答申を受けて、明北小学校へ

の小規模特認校制度を導入することについて協議するもの 

説明 

１ 導入経過 

 令和５年７月 27 日の教育委員会７月定例会において、安曇野

市立学校通学区域審議会への諮問についての承認を受け、９月

28 日に開催された審議会に諮問し、11 月 22 日の審議会にて答申

内容が決定された。その後、12 月５日に会長より答申書が教育

長に提出された。 

 ついては、答申内容と共に審議会での意見を踏まえて、制度導

入についてご協議いただきたい。 

 ※答申書については、別紙のとおり（別紙１） 

  審議会での意見等は、別紙のとおり（別紙２） 

 

２ 答申内容 

 「明北小学校への就学について、従来の通学区域は残しつつ市

内全域から就学を認めることについて（諮問事項）」は、適当で

ある。 

 

３ 今後の予定 

 令和６年１～２月 認定こども園及び小学校へ制度周知 

        ２月 教育委員会定例会（要綱等の協議） 

        ４月 園長会（年長児保護者へ周知依頼） 

        ５月 転入学者の受付開始 

      （明北小学校公開授業、学校体験、校長面談の実施） 

     10～11 月 転入学者の審査及び決定 

 

４ その他 

 小規模特認校制度が導入決定された場合、要綱整備により、定

員や申込方法、受付期間等を定め、改めて諮る予定。 
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別紙 ２ 

明北小学校への小規模特認校制度導入に伴う意見要旨について 

 

１ 安曇野市立学校通学区域審議会での意見                  

 

（１）諮問事項に関する意見                      

・反対に近い疑問の立場。この案は、課題の先送り。もう少し慎重に検討した方が

安曇野市にとって良いのではないか。 

 ・やってみなければ分からない、やってみればよいと思うので賛成の意見である。 

 ・地域の学校は大切。明北小学校も地域から学校がなくなってしまうことがどうい

うことか分かっているから、残そうとしている。今回の諮問に対しては賛成であ

る。 

 ・通わせることが大変ということはあるが、移れるという門があいており、そこに

行くのは自由である。 

 ・まずは、やってみることも大事なことだと思う。また、先を見据えて考えること

は大切だと思う。 

 ・制度設計がある程度きちっとできた状態であることを前提に、このまま進めてい

くのがよい。 

 ・大人が、子どもにとってよい方法・アイディアを出して考えていかなければなら

ない。反対の気持ちはあったが、子どものために本当によいことを考えていけれ

ばとよいと思う。 

 ・明科地域の良さを少しずつ知っていただき、例えば、住む方が今年は１人増えた、

来年は２人増えたとなるように残していかれたらよい。自分の育った環境、小学

校がなくなることは、切ない。 

 ・明北小学校の保護者意見交換会で、反対の意見はなかった。受け入れる側で特段

拒否するということはない。 

・他の地域から通う点について課題はあると思うが、そういう人は行かなければよ

いので、門戸を開くことは適当と考える。 

・明北小学校に来た子どもたちが中学校行けることは非常に大事なこと。小規模な

ので、1 人 1 人がじっくり関われるというところが大きな部分である。一方で、

小規模だからやることだけではなく、何人いてもやることは同じである。卒業後、

子どもたちは中学校に入学することを考えると、中学校も重点に考えいくことが

大事な条件である。 

 ・かつての豊科東小学校は規模が小さいということで、安曇野市全域から障がいの

ある子どもを受け入れていたと思う。今回は、障がいの有無に限らず安曇野市全

域から小さな小学校に通うことができることはすごいことである。 
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別紙 ２ 

・「大きい学校がよい」という児童も「小さな学校がよい」という児童もいると思う

ので、選択肢が広がる点はよいことである。 

・明科地域以外の児童が明科の小学校に行った場合に、地域との繋がりはどうなる

のかという点に不安がある。近くに住んでいるのに子ども同士が分断してしまう

という心配は多少ある。 

 

（２）小規模特認校制度導入になった場合に関する意見                    

 ・豊科東小学校（小規模校）でも希望があれば、小規模特認校を認めてもらえるよ

うにしてほしい。 

 ・小規模特認校で明北小学校に行ったあとは、地元の中学に戻るのか。そのまま明

科中学校に通うことも可能か。制度設計の中では重要な点であるため、検討して

ほしい。 

 ・明科北認定こども園に通園している知人がいるが、仮に子どもが明北小学校に入

学した後、卒業後地元の中学校に通うことになるのかを気にしていた。制度設計

はとても大事であり、明北小学校の地域に魅力があることは間違いないと思う。

中学校も含めた小中の連携ということが大事になってくるので、考慮してほしい。 

 ・小規模特認校に入学した児童が明科中学校へ進学できることについて、美麻小も

美麻中学校に進学している様子が伺える。その点を踏まえ、明科中学校へ進学が

できるよう、教育委員会で検討してほしい。 

 

（３）小規模特認校制度に関する意見・質問                       

【意見】 

・遠くから明北小学校に通う子はどんな子どもか。現在の学校が嫌で転校を希望す

る子どももいるかもしれない。 

・過去に山村留学がある小規模校で勤務していた経験がある。皆で一緒に作る、皆

で受け止める、多様な児童がいることも、これから大事になる。教育委員会だけ

ではなくて、学校、地域が一緒になって学校を考えていく必要がある。 

 ・明北小学校だけ優遇するような予算や教員の配置は、他の小学校からすると「な

んでそこだけ」となると思うが、私はそのくらいやってもよいと思っている。 

 ・引き続き小規模特認校になっても、地域の特色、自然を生かした教育をしていた

だければと思う。 

・上川手小学校も時間割はあったが、その通りに授業はやっていなかった。「今日は

１日花壇の手入れ」、「今日は１日音楽」、「今日は１日本を読む」、他に授業はやら

ない。「今日は 1日算数」という日もあったが、先にできた子がわからない子に教 

える。そういった特色の出し方もあるのではという提案。 
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別紙 ２ 

【質問】 

・小規模特認校制度という場合の児童の数の基準はどのくらいなのか。 

 （回答）小規模というが明確な基準はない。小規模特認校を導入している学校では、

１学年 20 人程度の学校が多い。 

 

・特色ある教育というが、具体的にどういったものか。 

 （回答）小規模特認校導入によって、新しい特色を何か行うというわけではない。

今ある明北小学校の特色、かんだち山、廃線敷、ラフティング体験、そう

いった自然な教育や小規模ならではの異学年交流がある。新たに市内の各

地域の方に発信し、そういった点に魅力を感じる子どもに来ていただきた

い。 

 

・他の県内の小学校で、小規模特認校導入により実際人が集まったかどうか知りた

い。 

 （回答）視察に行った伊那市では、導入直後は少し増加であったが、現在の伊那西

小学校では、多くの児童が集まっていると伺った。 

 

・近隣でいくと八坂小とか美麻小はどういった子が通われて、どういった成果があ

ったのか。 

 （回答）少人数の学級を希望する家庭や、その地区が気に入った家庭、自然が好き

な家庭の子どもが通っている。平成 27 年度特認校制度により 14 人が通っ

ていたが、令和２年度は 27 人と増加している。 

 

・どのような通学方法を考えているのか。 

 （回答）保護者の責任のもとに送迎していただくことを想定している。 

 

・送迎は保護者が行うという話があったが、それは可能なのか。学校の選択肢が増

えるのはよいが、通学方法について何か検討していることがあるか。 

 （回答）保護者による送迎が原則と考えているが、電車、定時定路線バスといった

公共交通機関を利用しての通学も、保護者と学校が協議の上利用すること

も考えられるので、相談に応じていきたい。 
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別紙 ２ 

（４）教育全体等に関する意見                    

 ・安曇野市の中だけで取り合いになるので、安曇野市全体の子育てし易い、医療関

係など安曇野市で子育てしたいと市外の人も思ってもらえるような策を考える

ことが大切である。 

 ・「地域で地域の小学校を育てていきたい」と考えている。決して取り合いにしては

いけない。それぞれの学校の特色を出しながら、それぞれの学校を支えていくと

いう活動ができたらよい。 

 ・PTA について、保護者も大変だと思うので、地域の別の大人、孫が通っている祖

父母がやったらよいと思う。保護者にこだわると難しいため、地域でやっていく

とこともよい、そのような行動から地域に根付いた学校ができると思う。 

 ・核家族が増えているので、地域の方々がおせっかい的に声を掛けてもらえると、

その地域の活性にも繋がる可能性もある。 

 

（５）統廃合に関する意見                      

 ・明北小学校と明南小学校がなぜ合併できないのか。合併させて距離が遠いところ

はスクールバスを通し、明北小学校も、学校を空にしてベンチャー企業を入れて

若い人に働いてもらうような就労スペースを作ることで、東京からの世帯に入っ

てもらうことが期待できる。 

・安曇野市の課題となっている少子化対策に繋げていくという方法もあるにも拘ら

ず、特色はそこまでないのに、なぜ明北小学校を維持しようとしているのか。 

 ・明北小学校の持っている特色は、当然、明南小学校も持っている特色。もし統合

できたらかなりコスト削減できる。削減されたコストをまた別のものにするなど、

生産的、建設的な選択肢があるのではないか。 

 ・小学校が１つ無くなると活力が無くなるという前提で維持する、という議論だが、

なくなっても活力が生まれる方法は何なのかというところまで検討してほしい。 

 ・合併・統合を前提とした諮問ではなく、明北小学校をどうにかしようという、地

域から学校を無くすことはやめようという諮問だと理解している。合併・統合を

前提とする諮問を新たに出された時に議論するものである。 

 ・明南小学校と明北小学校は全く地域の特色が違う。同じという価値観には、違和

感がある。 

 ・統廃合は、この小規模特認制度をやった後、ある程度不具合等が生じてきた場合、

今後どうするのかという、次の諮問が出ると思うので、そのときにやっていただ

きたい。 
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別紙 ２ 

２ 保護者からの意見 ※これまで実施した保護者説明会での意見            

 

（１）小規模特認校制度に関する意見                         

 ・子どもが増えること自体はよいこと。他地域とのつながりができることもよいこ

とである。 

 ・魅力ある小学校、他の学校と違う魅力があるとよい。 

 ・各学年バランスよく、区域外から来るとよい。 

 ・教育委員会として考える特色と学校が考える特色や魅力を伝えてほしい。 

 ・制度が導入されても、明北小の特色は変わらない。今ある実際の活動を発信して

いく必要がある。 

 ・小規模特認校として入学した子どもについて、卒業後は明科中学校への入学も検

討してほしい。 

 ・小規模特認校となった場合に、知らない子が通っていることで心配になる地域の

方もいると思われる。高齢者のみの世帯など子どもがいない地域の家庭にも情報

が行き渡るようにしてほしい。 

・特認校について、子どもたちが多くなってくれるなら楽しいだろうし、よいと思

う。 

 ・明北小に専門的な職員の配置等、人員配置の配慮をしてほしい。 

 ・教員への負担を考慮した、人員配置等の予算措置を講じてほしい。 

 ・入学・転学の手続きについて、時期等の基準を明確に定め、学級編制に影響が生

じないようにしてほしい。 

  

（２）通学方法に関する意見                         

・通学方法にスクールバスがあるとよいとは思う。もし区域外から通わせるとした

ら、毎日送るのは負担になるため。 

・通学方法について検討してもらえれば、小規模特認校はもっと有意義なものにな

る。 

 

（３）子ども及び保護者に関する意見                         

 ・保護者や地域の人が新聞等に報道されてから知ることがないようにしてほしい。 

 ・明科北認定こども園卒園時に「明北小に通いたい」との声もある。 

 ・自然保育後の小学校受け入れに不安があり、保小連携が大切である。 

 ・もう少し、外の意見を取り入れていただける機会を設けていただけると嬉しい。 
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【教育委員会定例会提出資料】 

議案第２号 教 育 部 学校教育課 

令和５年 12 月 26 日提出 (課長) 藤澤 一渡 (担当係長)高橋 満  

  

タイトル 
安曇野市教育振興基本計画策定に係る策定検討委員会等の設置

について 

決定を要する事項

の内容 

計画策定に必要な組織の設置及び関連要綱について承認を求め

るもの 

要旨 

安曇野市教育振興基本計画の策定に際し参考とするため、有識者

等から組織する策定検討委員会、及び庁内関係部局職員で組織す

る庁内プロジェクト会議を組織するもの。 

説明 

１ 計画概要 

教育基本法（平成８年法律第 120 号）第 17 条第２項の規定に

基づき、教育の振興のための施策に関する基本的な事項を定め

るもの（詳細は 11 月定例会で承認を得たとおり）。 

 

２ 策定検討委員会 

(１) 目的（所掌） 

・教育振興基本計画の策定に際し必要な検討を行うこと。 

・教育振興基本計画の進捗に関し、意見を申し述べること。 

(２) 委員、任期等…別添設置要綱のとおり 

 

３ 庁内プロジェクト会議 

 (１) 目的 

  ・教育振興基本計画の策定に必要な調査研究に関すること。 

・関係部局との連絡調整に関すること。 

 (２) 委員、任期等…別添設置要綱のとおり 

 

（以 上） 
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安曇野市教育委員会告示第 号 

 安曇野市教育振興基本計画策定検討委員会設置要綱を次のように定める。 

 

  令和 年 月 日 

 

安曇野市教育委員会 

                              教育長 橋渡 勝也 

 

安曇野市教育振興基本計画策定検討委員会設置要綱 

（趣旨） 

第１条 この要綱は、安曇野市教育振興基本計画策定検討委員会（以下「委員会」という。）

の設置及び運営に関し、必要な事項を定めるものとする。 

 （所掌） 

第２条 委員会は、次に掲げる事項を所掌する。 

(１) 教育振興基本計画（教育基本法（平成 18 年法律第 120 号）第 17 条第２項の規定

に基づく本市における教育の振興のための施策に関する基本的な計画をいう。以下同

じ。）の策定に際し必要な検討を行うこと。 

(２) 教育振興基本計画の進捗に関し、意見を申し述べること。 

(３) その他必要な事項に関すること。 

（組織） 

第３条 委員会は、委員 10 人以内で組織する。 

２ 委員は、次に掲げる者のうちから、教育委員会が委嘱又は任命する。 

 (１) 教育委員 

(２) 学識経験を有する者 

(３) 学校教育の関係者 

 (４) 社会教育の関係者 

 (５) 児童福祉の関係者 

 (６) 保護者 

 (７) 公募により選考された市民 

 (８) その他教育委員会が特に必要があると認める者 

（任期） 

第４条 委員の任期は、２年以内とする。ただし、補欠の委員の任期は、前任者の残任期

間とする。 

２ 委員は、再任することができる。 

（委員長） 

第５条 委員会に委員長を置き、委員の互選により選任する。 



２ 委員長は、会務を総理し、委員会を代表する。 

３ 委員長に事故あるときは、あらかじめその指名する委員が、その職務を代理する。 

（議事） 

第６条 委員会は、委員長が招集し、その議長となる。 

２ 委員長は、必要があると認めるときは、委員以外の者の出席を求め、又は委員以外の

者に資料の提出を求めることができる。 

（庶務） 

第７条 委員会の庶務は、教育委員会教育部学校教育課において処理する。 

（その他） 

第８条 この要綱に定めるもののほか、必要な事項は、委員長が委員会に諮って定める。 

附 則 

この告示は、令和６年１月１日から施行する。 

 



安曇野市教育委員会訓令第 号 

安曇野市教育振興基本計画庁内プロジェクト会議設置要綱を次のように定める。 

 

  令和 年 月 日 

 

安曇野市教育委員会 

                            教育長 橋渡 勝也 

 

安曇野市教育振興基本計画庁内プロジェクト会議設置要綱 

（趣旨） 

第１条 教育振興基本計画（教育基本法（平成18年法律第120号）第17条第２項の規定に基

づく本市における教育の振興のための施策に関する基本的な計画をいう。以下同じ。）

の基本方針等を検討するため、安曇野市教育振興基本計画庁内プロジェクト会議（以

下「庁内会議」という。）を設置することについて必要な事項を定めるものとする。 

（所掌事務） 

第２条 庁内会議の所掌事務は、次に掲げるものとする。 

(１) 教育振興基本計画の策定に必要な調査研究に関すること。 

(２) 関係部局との連絡調整に関すること。 

(３) その他、教育振興基本計画の策定に必要な事項に関すること。 

（組織） 

第３条 庁内会議の総括は、学校教育課長をもって充てる。 

２ 総括は、庁内会議を総理する。 

３ 庁内会議の委員は、別表に掲げる職にある者をもって組織する。 

（会議） 

第４条 庁内会議は、総括が招集し、会議の議長となる。 

２ 総括は、特に必要があると認めたときは、庁内会議に委員以外の者の出席を求め、

又は他の方法により意見を聴くことができる。 

（部会） 

第５条 庁内会議に部会を置くことができる。 

２ 部会は、総括の指名する委員をもって組織する。 

（庶務） 

第６条 委員会の庶務は、教育委員会教育部学校教育課において処理する。 

（その他） 
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第７条 この要綱に定めるもののほか、庁内会議の運営に関し必要な事項は、総括が

別に定める。 

附 則 

（施行期日） 

１ この訓令は、令和６年１月１日から施行する。 

（失効） 

２ この訓令は、教育振興基本計画策定の日限り、その効力を失う。 

 

別表（第３条関係） 

部局名 課名 職名 

政策部 
人権共生課 人権共生係長 

行革デジタル推進課 行革デジタル推進担当係長 

商工観光スポーツ部 スポーツ推進課 スポーツ推進担当係長 

教育委員会教育部 

学校教育課 

教育総務係長 

学校庶務担当係長 

学校教育担当係長 

教育指導室長 

学校給食課 学校給食担当係長 

生涯学習課 社会教育係長 

文化課 

文化振興担当係長 

博物館担当係長 

図書館係長 

子ども家庭支援課 
子ども子育て政策係長 

子ども家庭相談担当係長 

こども園幼稚園課 保育幼稚園担当係長 
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【教育委員会定例会提出資料】 

議案第４号 教 育 部 子ども家庭支援課 

令和５年 12 月 26 日提出 (課長) 山越 寿彦  (担当係長) 赤羽 賢一 

  

タイトル 黒沢洞合自然公園用地の再取得について 

決定を要する事項の内容 
黒沢洞合自然公園用地の再取得のため、土地売買仮契約を締結 

し、令和６年３月定例議会に本契約の議案を提出することの承認 

要旨 

土地開発公社が先行取得した黒沢洞合自然公園の用地 21 筆 

13,978 ㎡を再取得するため、土地売買仮契約を締結し、令和６

年３月定例議会の議決を経て本契約としたい。 

説明 

１ 概要 

安曇野市黒沢洞合自然公園整備検討委員会で決定された公園

拡張の基本構想（コンセプト）に基づき、整備検討委員会や南安

曇農業高等学校と協議を重ね、安曇野市の適正な土地利用に関す

る条例（平成 22 年条例第 28 号）に準じた説明会を経て基本計画、

基本設計が完成する見込みとなった。このため、拡張工事の着手

に向けて目処がついたことから、安曇野市土地開発公社が先行取

得した公園用地 21 筆 13,978 ㎡を再取得するため、土地売買仮

契約を結び、令和６年３月定例議会に議案を提出し、可決後本契

約とするもの。 

 

２ 議会の議決に付すべき契約の根拠法令等 

地方自治法（昭和 22 年法律第 67 号）第 96 条第１項第８号及

び安曇野市議会の議決に付すべき契約及び財産の取得又は処分

に関する条例（平成 17 年安曇野市条例第 48 号）第３条 

（予定価格 2,000 万円以上、5,000 平方メートル以上の土地） 

 

３ 経過等及び今後の予定 

平成 10 年 旧三郷村との委託により旧三郷村土地開発公

社が公園用地 32 筆 23,131 ㎡を先行取得 

平成 16 年 三郷村政 50 周年記念事業企画として、６筆 

5,646 ㎡を三郷村が再取得。公園整備事業開始 

平成 19 年 現在の黒沢洞合自然公園竣工 

平成 21 年 公園用地取得経費として５年間（平成 21 年度

から 25 年度まで）債務負担行為を設定 以後

２回（平成 26 年度から令和５年度まで）延長 

令和元年 12月 土地開発公社が所有する公園敷地の一部４筆 

2,774 ㎡、駐車場用地１筆 733 ㎡を再取得 
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令和３年５月 「黒沢洞合自然公園の更なる充実と活用を求

める陳情書」提出 

令和４年３月 黒沢洞合自然公園整備検討委員会発足 検討

開始 

令和５年 10月 基本計画（案）の市民説明会開催 

令和６年１月 安曇野市の適正な土地利用に関する条例に準

じた説明会開催予定 

土地売買仮契約 締結予定 

令和６年２月 基本設計・基本計画 完成予定 

令和６年３月 議案提出 議決後本契約  

公園用地 21 筆 13,978 ㎡を再取得予定 

 

 

〇地方自治法 

〔議決事件〕 

第九十六条 普通地方公共団体の議会は、次に掲げる事件を議決

しなければならない。 

八 前二号に定めるものを除くほか、その種類及び金額について

政令で定める基準に従い条例で定める財産の取得又は処分を

すること。 

 

〇安曇野市議会の議決に付すべき契約及び財産の取得又は処分

に関する条例 

（議会の議決に付すべき財産の取得又は処分） 

第３条 法第 96 条第１項第８号の規定により議会の議決に付さ

なければならない財産の取得又は処分は、予定価格 2,000 万円

以上の不動産若しくは動産の買入れ若しくは売払い（土地につ

いては１件 5,000 平方メートル以上のものに係るものに限

る。）又は不動産の信託の受益権の買入れ若しくは売払いとす

る。 
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【教育委員会定例会提出資料】 

議案第３号 教育部 文化課 

令和５年 12 月 26 日提出 (課長)三澤 新弥 (係長)逸見 大悟 

 

タイトル 
欠員に伴う安曇野市誌編さん専門調査会（民俗部会）専門調査員

の委嘱について 

決定を要する事項の内容  

要旨  

説明 

 

 

 

 

個人に関する情報で、特定の個人が識別され、又は識別され得

るもので、個人情報の保護に該当する案件に該当するため、非

公開とします（安曇野市情報公開条例（平成 18 年安曇野市条例

第５号）第５条第１項第２号）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 



議案第５号 教育部 各課 

令和５年 12 月 26 日提出  

  

タイトル 共催・後援依頼について 

決定を要する事項の内容 教育委員会の共催・後援依頼についての協議 

要旨 

 

課名 共催 後援 

文化課 1 件  

               （詳細 別紙） 

○安曇野市教育委員会の共催及び後援等に関する取扱基準（平成21年教育委員会告示第９号） 

（定義） 

第２条 この基準における用語の定義は、次の各号に定めるところによる。 

(１) 行事 講演会、演奏会、展覧会等の集会、体育大会等の催し物をいう。 

(２) 共催 行事の企画又は運営に参加し、共同主催者としての責任の一部を負担することをいう。 

(３) 後援 行事の趣旨に賛同し、名義の使用を承認することをいい、責任の負担はしないことを 

いう。 

（審査基準） 

第３条 教育委員会は、次の各号に掲げるいずれかの団体が主催する行事は、共催又は後援するもの

とする。 

(１) 国又は地方公共団体 

(２) 学校又は学校の連合体 

２ 教育委員会は、前項の団体以外が主催する場合は、次に掲げる事項を満たすことが明らかに確認

できるものに限り、共催又は後援をするものとする。 

(１) 行事の内容が教育、学術、文化及びスポーツの普及向上に寄与するものであること。 

(２) 公益性のあるもので営利を目的としないものであること。 

(３) 政治活動又は宗教活動と認められないものであること。 

(４) 参加者等の参集予定範囲が市内全域又はそれ以上であること。 

(５) 入場料、参加料、出品料等の経費を主催者が徴収するものについては、その経費の算出等に 

ついて配慮がなされており、営利事業的なものでないこと。 

(６) 団体内の親睦等が主たる目的ではないこと。 

（教育長の専決範囲） 

第４条 後援の承認について、教育長が専決できる行事は次に掲げるとおりとする。 

(１) 前条第１項に規定する行事 

(２) 過去に教育委員会が承認した行事（団体又は行事が、前条第２項の規定を満たしているか判 

断し難いものは除く。） 
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 -28 の 2-  

【教育委員会提出資料】 

議案第６号 教育部 学校給食課 

令和５年 12 月 26 日提出 (課長) 西澤 弘修 

  

タイトル 学校給食費の見直しに係る諮問について 

決定を要する事

項の内容 
 

要旨  

説明 

 

 

 

 

 

 

 

自治体の実施機関等の内部における審議、検討又は 協議に関する情報で、

公にすることにより、率直な意見の交換又は意思決定の中立性が損なわれ

るおそれのある案件に該当するため非公開とします（平成 18 年安曇野市条

例第５号）第５条第１項第５号） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



1 

 

 



【教育委員会定例会提出資料】 

報告第１号 教 育 部 学校教育課 

令和５年 12 月 26 日提出 (課長)藤澤一渡 (担当係長)城之内高明 

  

タイトル 令和５年度 交通事故０「ゼロ」プロジェクト実施結果について 

報告を要する事項の内容 交通事故０「ゼロ」プロジェクトで実施した内容について 

要旨 
令和５年度 交通事故０「ゼロ」プロジェクトおいて、実施した

概要を報告するもの 

説明 

１ 目的 

 安曇野市教育委員会では、令和２年度から子どもたちの大切な

命を守るため、交通事故０「ゼロ」を目指した取り組みを実施し

ている。令和５年度は、９月 21 日から 11 月 20 日までの２か月

間実施した（別紙１）。 

なお、３（２）踏切の安全点検に時間を要したため、昨年度よ

りも 1箇月長く期間を設定した。 

 

２ プロジェクト期間中の交通事故状況 

 ９月 21 日から 11 月 20 日までの交通事故は「２件」。内訳は、

生徒２件。自転車乗車中１件、歩行１件。事故後、いずれも「止

まる、見る、待つ」を確実に行うよう指導している。 

 

３ プロジェクト実施内容 

（１）交通事故防止ポスターの掲示 

   啓発ポスターを学校や支所、公民館等に配布し、市民の目

に触れる場所に掲示していただいた。また、学校によっては、

児童生徒及び教職員に対して啓発する時間を設けてもらい、

安全意識の醸成を図った。 

（２）安曇野市内踏切の安全点検を実施 

   市教育委員会と道路管理者等で、20 箇所の踏切点検を実

施した。早急に対応すべき危険個所はなかったが、通学路の

安全を考慮し、一部対策を実施していくこととなった。 

  ※実施した踏切点検箇所・対策一覧は、別紙２のとおり 

（３）児童・生徒への交通安全の啓発 

   交通安全の知識や技術に興味を持って学んでもらうため

に、１人１台端末を利用した「交通安全クイズ」を実施した。 

 ※交通安全クイズは、別紙のとおり（別紙３） 
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１ こうつうあんぜんクイズ（小学生低学年向け）【全５問】 

                                           

Ｑ１ あんぜんにあるいているのはどちらですか 

Ａ１ ① どうろのまんなかをあるく 

   ② はくせんのうちがわをあるく 

   ①              ②   

 

 

 

 

 

                                           

Ｑ２ ほこうようしんごうきがあおのときはどうしますか 

      

 

 

 

 

 

Ａ２ ① あんぜんをたしかめて、てをあげてわたる 

   ② わたらない 

                                           

Ｑ３ あんぜんなふみきりのわたりかたはどちらですか 

Ａ３ ① でんしゃがくるまえにわたる 

   ② ふみきりがあがるまでまって、でんしゃがこないかたしかめてわたる 

   ①              ②     
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別紙３

※個人情報保護のため、一部を黒塗りにしています。



Ｑ４ からだにあったじてんしゃはどちらですか 

Ａ４ ① からだよりおおきいじてんしゃ 

   ② からだにあったじてんしゃ 

   ①              ②     

 

 

 

 

 

                                           

Ｑ５ よる、めだつかっこうはどちらですか 

Ａ５ ① あかるいふくやはんしゃざいをつけている 

   ② くろっぽいふくをきている 

   ①              ②     

 

 

 

 

 

                                           

 

 

【送信後のページ】 

 

こうつうあんぜんクイズにこたえてくれてアリガトウ 

 つぎのどうがをみて、もっとこうつうあんぜんのことをしってみよう！！ 

 

 「ててて！とまって！」（2：18） 

 URL：nhk.or.jp/shutoken/tetete/ 
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２ 交通安全クイズ（小学生高学年向け）【全８問】 

                                           

Ｑ１ 自転車の安全てんけんはいつやりますか 

                

 

 

 

 

 

Ａ１ ① 乗る前に確認します 

   ② 変な音がした時にします 

                                           

Ｑ２ 自転車に乗っている時に、前に人がおおぜい歩いていたらどうしますか 

      

 

 

 

 

 

Ａ２ ① ベルを鳴らして、人によけてもらう 

   ② 自転車からおりて、おして歩く 

                                           

Ｑ３ 自転車に乗っている時に、次のひょうしきについて、正しいものをどちらですか 

      

 

 

 

 

 

Ａ３ ① 自転車には関係ないので、速度を落として通る 

   ② ひょうしきのところで止まり、左右の安全をたしかめてから通る 
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Ｑ４ 自転車で車道を走るときは、どちらを走りますか 

      

 

 

 

 

 

Ａ４ ① 車道の左はし 

   ② 車道の右はし 

                                           

Ｑ５ 自転車でジグザグ運転をしたり、友達と競争することはどちらですか 

      

 

 

 

 

 

Ａ５ ① してもよい（正しい） 

   ② してはいけない（まちがっている） 

                                           

Ｑ６ 安全な踏切の待ち方はどちらですか 

Ａ６ ① 電車が来る前にわたる 

   ② 踏切が上がるまでまって、電車が来ないか確認してわたる 

   ①              ②     
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Ｑ７ 自転車で踏切をわたるとき、安全と思えば、一時停止をしなくてもよいですか 

      

 

 

 

 

 

Ａ７ ① 安全であれば一時停止しなくてもよい 

   ② 踏切をわたるときは、必ず一時停止する 

                                           

Ｑ８ ラウンドアバウト（円形平面交差点）はどんな交差点ですか 

                     

 

 

 

 

 

Ａ８ ① 信号のない、円形の交差点 

   ② 歩行者だけがわたれる、円形の交差点 

                                           

 

 

【送信後のページ】 

 

交通安全クイズに回答してくれてありがとう。 

 次の動画を見て、もっと交通安全を知ってみよう！！ 

 

 「ててて！とまって！」（2：18） 

 URL：nhk.or.jp/shutoken/tetete/ 
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３ 交通安全クイズ（中学生向け）【全 10 問】 

                                           

Ｑ１ 自転車に乗っているとき、前に人が大勢歩いていたらどうしますか 

                

 

 

 

 

 

Ａ１ ① ベルを鳴らして、人によけてもらう 

   ② 自転車から降りて、押して歩く 

   ③ 人の横や間を通る 

                                           

Ｑ２ 歩道と車道の区別がある道路で、自転車を押して歩くとき、次のうち正しいも

のはどれですか 

      

 

 

 

 

 

Ａ２ ① 自転車は車両なので、車道の左端を通る 

   ② 車道の左右どちら側を通ってもよい 

   ③ 歩行者と同様に歩道を通る 
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Ｑ３ 自転車乗用中において、次の標識について、次のうち正しいものはどれですか 

      

 

 

 

 

 

Ａ３ ① 車の交通が激しいときだけ、止まればよい 

   ② 自動車の標識だから、自転車には関係ない 

   ③ 自転車も必ず止まらなければならない 

                                           

Ｑ４ 自転車で車道を走るときは、次のうち正しいものはどれですか 

      

 

 

 

 

 

Ａ４ ① 車道の左はし 

   ② 車道の真ん中 

   ③ 車道の右はし 

                                           

Ｑ５ 自転車で横断歩道を利用して道路を渡るとき、次のうち正しいものはどれですか 

      

 

 

 

 

 

Ａ５ ① 自転車から降りて安全を確かめ、自転車を押して渡る 

   ② 自転車に乗車したまま、特に歩行者に注意し、速度を落として渡る 

   ③ 自転車に乗車したまま、歩行者の多いとき、なるべく自転車から降りて渡る 
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Ｑ６ 踏切を渡るとき、安全と思えば、一時停止をせずにそのまま自転車に乗って渡た

ることは正しいか。 

      

 

 

 

 

 

Ａ６ ① 正しい 

   ② まちがっている 

                                           

Ｑ７ 自転車で走行中、自転車同士あるいは歩行者とぶつかってケガをさせても交通事

故にはならないか 

      

 

 

 

 

 

Ａ７ ① 交通事故にならない 

   ② 交通事故になる 

                                           

Ｑ８ 自転車乗用中の事故で、原因として最も多いのは次のうちどれですか。 

Ａ８ ① 信号を守らない 

   ② 一時停止をしない 

   ③ 前方をよく注意しない 

   ①           ②           ③          
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Ｑ９ ラウンドアバウト（円形平面交差点）はどんな交差点ですか 

                     

 

 

 

 

 

Ａ９ ① 歩行者と自転車だけが渡れる、円形の交差点 

   ② 自動車だけが渡れる、円形の交差点 

   ③ 信号のない、円形の交差点 

                                           

Ｑ10 安曇野市には、ラウンドアバウト（円形平面交差点）はいくつあるか 

                     

 

 

 

 

 

Ａ10 ① １か所 

   ② ２か所 

   ③ ３か所 

                                           

 

 

【送信後のページ】 

 

交通安全クイズに回答いただき、ありがとうございます。 

 交通安全に対する知識や意識は、高まったでしょうか。 

 現在、安曇野市教育委員会では、「交通事故０（ゼロ）プロジェクト」を 

実施しています。下記のリンクから、啓発ポスターを見ていただき、 

交通事故０（ゼロ）を目指しましょう。 

 リンク：（啓発ポスターの PDF へ） 
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【教育委員会定例会提出資料】 

報告第２号 教育部 学校教育課 

令和５年 12 月 26 日提出 課長 藤澤 一渡 教育指導員 板花 利美 

  

タイトル 令和５年度学力向上推進委員会の報告について 

報告を要する 

事項の内容 
 

要旨 

 

説明 

 

 

自治体の実施機関等の内部における審議、検討又は 協議に関する情報

で、公にすることにより、率直な意見の交換又は意思決定の中立性が損

なわれるおそれのある案件に該当するため非公開とします（平成 18 年安

曇野市条例第５号）第５条第１項第５号） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 



 



【教育委員会定例会提出資料】 

報告第３号 教育部 生涯学習課 

令和５年 12 月 26 日提出 （課長）二木 正 （担当係長）臼井 良守 

  

タイトル 安曇野市三郷公民館等長寿命化工事について 

報告を要する事項の内容 
安曇野市三郷公民館等長寿命化工事の内容と休館期間中の対応

について報告するもの 

要旨 

公共施設再配置計画 10 年計画（令和５年度版）に基づき、令和

６年度に三郷公民館（三郷保健センター）の長寿命化工事を実施

するもの。 

説明 

１ 工事予算額 465,156,000 円（税込） 

内訳 

単価入替業務委託料 670,560 円 

監理業務委託料 21,360,240 円 

長寿命化工事費 443,124,000 円 

      

２ 工事内容 

外部改修 屋根防水、外壁塗装、外構工事ほか 

内部改修 公民館ロビーを境として仮囲いを設け、床張

替、サッシ交換、トイレ改修工事ほか 

 

３ 予定等 

(１) 三郷公民館施設は令和６年５月まで使用可能 

(２) ７月から工事着手、令和７年３月竣工予定 

(３) 講座等の年間実施回数は延べ 70 回、約 5,000 人が参加 

(４) 休館中は代替え施設として、三郷文化公園体育館の会議

室、ゆりのきの学習室、小倉多目的研修集会施設（会議室・

調理実習室・多目的ホール）、地区公民館等を利用・案内 

(５) 公民館施設利用者(減免登録団体等)に 12 月中に周知 

(６) 市民へは広報あづみの（１月 17 日発行号）及び市ホーム

ページで周知 

 

４ 経過 

昭和 56 年 三郷公民館建築 

平成 27 年 三郷公民館・保健センター耐震改修工事の実施

合わせて支所増築、講堂音響改修、エレベータ設置等を実
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施 

 

５ その他 

支所（公民館）事務室とホール及び正面玄関は工事期間中も

使用可能。 
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会議室201

講義室

階段
倉
庫

中庭

調理実習室

階段

EV

三郷支所・三郷公民館　２階

和室

給
湯
室

ラウンジ

スタジオ201

倉庫

WC
女子

WC
男子

中庭

 
■予定工事内容  

① 屋根・屋上アスファルト防水、外壁・軒天補修、シーリング、塗装、サッシ交換、

外構工事 

② 会議室・講義室・講堂タイルカーペット張り換え、内部天井改修、LED 照明化、換

気扇取替、ブラインド・カーテン交換 

③ 講堂電動カーテン補修、スクリーン交換 

④ トイレの洋式化、個室数変更、臭気対策等 

⑤ 廊下・階段の手すり設置 

⑥ 玄関・ロビーに監視カメラの設置 

⑦ 調理実習室の給湯器交換 ほか 
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【教育委員会定例会提出資料】 

報告第４号 教育部 文化課 

令和５年 12 月 26 日提出 （課長）三澤 新弥 （担当係長）竹中 保雄 

  

タイトル 豊科近代美術館大規模改修工事について 

報告を要する事項の内容 
豊科近代美術館大規模改修工事の内容と休館期間について報告

するもの。 

要旨 

建設から 31 年が経過し老朽化した美術館について、施設の不具

合を直し建物の耐久性を高めることに加え、建物の機能や性能を

引き上げることを目的に改修工事を実施するもの。 

説明 

１ 施設の概要 

建築年 平成４年 

延床面積 総面積（3302.62 ㎡）うち平成 25 年増築部分

（705.95 ㎡）を除く 2,596.67 ㎡を改修 

建物構造 RC 造（鉄筋コンクリート造） 

階層数 ２階建 

 ※平成 18 年度から指定管理者制度導入 

 

２ 事業予算額 800,000,000 円 

  内訳 

工事費 760,000,000 円 

工事監理費 40,000,000 円 

 ※ 財源は、一般財源のほか、合併特例債からの充当を予定 

 

３ 工事内容 

老朽改修 外部 屋根瓦葺替え、陸屋根防水、外壁塗装   

ほか  

内部 床・壁貼替え、空調機器更新、エレベ

ーター更新ほか 

構造改修 構造スリット設置、開口閉塞 

機能改修 断熱、照明更新 LED 化、自動ﾄﾞｱ設置ほか 

 

４ 今後の事業予定 

・令和６年３月まで 実施設計業務（現在業務委託中） 

・令和６年５月   入札・仮契約 

・令和６年６月   市議会定例会へ改修工事契約議案上程 

・令和６年６月～令和７年７月 大規模改修工事（13 箇月） 
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【美術館休館期間：令和６年６月～令和７年８月 15 箇月】 
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【教育委員会定例会提出資料】 

報告第５号 教 育 部 子ども家庭支援課 

令和５年 12 月 26 日提出 (課長) 山越 寿彦 (担当係長)古畑 瑞恵   

  

タイトル 豊科地域の児童館建設に係る検討結果について 

報告を要する事項の内容 豊科地域児童館建設検討会から検討結果の報告するもの 

要旨 

豊科地域の豊科中央児童館の建て替えについて、豊科地域児童館

建設検討会で検討してきた結果について、報告書として 12 月８

日に同検討会から教育長へ提出があったため報告するもの。 

 

１ 豊科地域児童館建設検討会について 

  令和５年２月から５回開催。豊科地域の児童館の建設に関す

る事項について検討。 

 

会議開催の概要 

第１回建設検討会  令和５年２月 24 日 

  ・児童館・児童クラブの概要について 

  ・これまでの経過と今後の方向性について 

第２回建設検討会  令和５年５月 30 日 

  ・建設のスケジュールについて 

 ・児童館のあり方（機能、設置時期、規模等）について 

第３回建設検討会  令和５年８月３日 

  ・児童館に関するアンケート調査の結果について 

  ・豊科中央児童館の進捗状況及び設計に向けた協議 

第４回建設検討会  令和５年 10 月 31 日 

  ・豊科中央児童館の基本設計について 

  ・豊科中央児童館の工事に関する事項について 

第５回建設検討会  令和５年 11 月 21 日 

  ・児童館建設検討報告書（案）について 

 

２ 検討結果について 

 別添報告書に記載のとおり 
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/

、

安曇野市教育委員会

教育長橋渡勝也 様

^ 5年12,-8

邦育教
子ども家庭支援課

令和 5年12月8

安曇野市児童館建設検討会設置要綱に基づき、豊利・地域の児童館建設につい

て検討しましたので、同要綱第2条により別添報告書のとおり報告します。

豊科地域の児童館建設に係る検討結果について

女肩'孤・市

安曇野市豊科地域児童館建設検討会

会長増田早苗

(以上)

/
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豊科地域児童館建設検討報告書

令和5年12月8日

安曇野市豊科地域児童館建設検討会
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豊科地域児童館建設検討会として以下のとおり報告します。

はじめに

児童館は、地域において児童に健全な遊びを与え、その健康を増進するとともに、情

操をゆたかにすることを目的とする児童福祉施設として市内に9館設置されています。

児童館のあり方については、年齢の異なる子どもたちが遊びなどでふれあい、自主性

や社会性を高められると共に、子育て家庭を支える地域社会づくりに寄与する施設とし

て、重要な役割を果たしています。児童を取り巻く環境の変化や治安の悪化等を鑑みれ

ば、児童館への期待は、今後さらに高くなることが予想されます。

すべての子どもたちが、遊びや人とのふれあい等、様々な体験を通して心豊かに成長

していくことが望まれています。子どもたちが心身共に健やかに成長することを見守り、

子育て支援の拠点ともなる地域の児童館の存在は大変重要であると考えます。

1 検討にあたって

a)検討の背景

豊科地域の児童館については、平成24年に豊科地域における児童館施設整備のあり

方を検討する「豊科地域児童館建設検討会」で、豊科中央児童館と高家児童館を統合する

とした報告書が示されました。しかし、その後の施設整備に関する検討の結果、市内9

児童館の中でも特に利用者の多い2館を統合するには、解決しなくてはならない様々な

課題があることがわかりました。また、社会の複雑化・多様化による価値観の変化から

核家族化・共働き世帯の増加など、子どもたちが置かれる状況は年々変化してきました。

加えて、豊科中央児童館・高家児童館は施設の老朽化も進んでいる状況です。

以上のことから、豊科中央・高家の2児童館の整備に際し、改めて「豊科地域児童館

建設検討会」で協議を行いました。

⑦検討経過

検討にあたっては、民生児童委員、地区代表、保護者会代表、学識経験者、公募委員、

教育関係者、行政関係者からなる 14名の委員で豊科地域児童館建設検討会を組織し、

児童館の役割・あり方について協議を行いました。

2 豊科地域児童館の利用者の状況

豊科中央児童館における自由来館者数は、令和4年度においては 12,515 人、開館日

一日当たり約43人の利用となっています。他の児童館と比較して、特に小学生から高

校生までの利用者が多い傾向があります。
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一方、高家児童館における令和4年度自由来館者は、9,502人、開館日一日当たりの

利用者は約33人となっています。

3 検討結果

ω児童館の役割及びあり方

児童館は、子育て支援事業、異年断児童の交流及び健全な遊びを提供できる場として、

地域における子育て支援の拠点となる役割及び放課後の児童の安全な居場所となる役

割を担うものと考えます。

また、豊科中央児童館と高家児童館の来館者数及び敷地面積等を考慮して検討した結

果、【豊科中央児童館と高家児童館はそれぞれ建て替えること】が望ましいと考えます。

②設置場所及び規模

児童館は、児童及びその保護者が利用しやすいことが第一の要件となることから、豊

科中央児童館及び高家児童館を利用されていた方が、これまでどおり不自由なく利用で

きることを前提とヒ現在の場所に同規模の施設が必要と考えます。

偲)付帯意見

これまでの議論の中で、下記の意見が出されましたので、整備に当たっては十分に配

慮いただきますようお願いします。

①移動児童館等の事業は今後も継続されたい。

②豊科中央児童館の利用者には中高生も多く、現有施設では十分な広さが確保でき

ないため、隣接する豊科中央公園を一体的に利用できるよう配慮されたい。

③児童館建て替えにあたっては、地元区及び住民、利用者に十分な配慮をされたい。

④児童クラブ室については、国の動向を考慮し、放課後及び休日における児童の居

場所として、学校施設の利用・活用を図ることができる学校敷地内に整備するこ

とが望ましい。各小学校と連携して整備をされたい。

⑤乳幼児を含む障がいのある方も利用しやすい児章館となるよう、建物や庭の整備

をするとともに、人と人、人と地域をつなぐ交流の場にもなるようソフトの面で

も配慮をされたい。

4 豊科地域児童館建設検討会会議概要

a)第1回建設検討会(令和5年2月24 副

①児童館建設検討会について

②児童館・児童クラブの概要について

③これまでの経過と今後の方向性について

2
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②第2回建設検討会(令和5年5月30日)

①建設のスケジュールについて

②児章館のあり方(機能、設置時期、規模等)について

御第3回建設検討会(令和5年8月3日)

①児童館に関するアンケート調査の結果について

②豊科中央児童館の進捗状況及び設計に向けた協議

④第4回建設検討会(令和 5年10月31日)

①豊科中央児童館の基本設計について

②豊科中央児童館の工事に関する事項について

伍)第5回建設検討会(令和5年Ⅱ月21日)

①児童館建設検討報告書(案)について

豊科地域児童館建設検討会委員名簿

職務代理

長

委

委

員

委

増田

委

員

須永信行

委

員

早苗

小宮山

委

員

曽山敬夫

委

員

高野美由紀

委

員

忠

矢下

委

員

内田

委

員

正浩

南山

秦泉寺孝

委

員

降旗

委

員

野口

委

馬淵勝己

委

員

恵

(R5.4.1 から)

隆徳

関

委

員

(R5.4' 1 から)

高橋真夕子

(R5.4.1 から)

和俊

木村沙織

須澤裕紀

上兼

藤澤

(R5.4.1 から)

裕

一渡

(R5.3.3ほで)

(R5.3.3ほで)

3

(R5.3.31 まで)

(R5.3.3ほで)

一三

京乃

員

員

会

員

員

委
.
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報告第６号 教育部 各課 

令和５年 12 月 26 日提出  

  

タイトル 後援依頼の教育長専決の報告について 

報告を要する事項の内容 教育長専決に伴う報告 

要旨 

課名 後援 

学校教育課 １件 

生涯学習課 ２件 

文化課 ２件 

        （詳細別紙） 

○安曇野市教育委員会の共催及び後援等に関する取扱基準（平成21年教育委員会告示第９号） 

（定義） 

第２条 この基準における用語の定義は、次の各号に定めるところによる。 

(１) 行事 講演会、演奏会、展覧会等の集会、体育大会等の催し物をいう。 

(２) 共催 行事の企画又は運営に参加し、共同主催者としての責任の一部を負担することをいう。 

(３) 後援 行事の趣旨に賛同し、名義の使用を承認することをいい、責任の負担はしないことを 

いう。 

（審査基準） 

第３条 教育委員会は、次の各号に掲げるいずれかの団体が主催する行事は、共催又は後援するもの

とする。 

(１) 国又は地方公共団体 

(２) 学校又は学校の連合体 

２ 教育委員会は、前項の団体以外が主催する場合は、次に掲げる事項を満たすことが明らかに確認

できるものに限り、共催又は後援をするものとする。 

(１) 行事の内容が教育、学術、文化及びスポーツの普及向上に寄与するものであること。 

(２) 公益性のあるもので営利を目的としないものであること。 

(３) 政治活動又は宗教活動と認められないものであること。 

(４) 参加者等の参集予定範囲が市内全域又はそれ以上であること。 

(５) 入場料、参加料、出品料等の経費を主催者が徴収するものについては、その経費の算出等に 

ついて配慮がなされており、営利事業的なものでないこと。 

(６) 団体内の親睦等が主たる目的ではないこと。 

（教育長の専決範囲） 

第４条 後援の承認について、教育長が専決できる行事は次に掲げるとおりとする。 

(１) 前条第１項に規定する行事 

(２) 過去に教育委員会が承認した行事（団体又は行事が、前条第２項の規定を満たしているか判 

断し難いものは除く。） 
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受
付

日
件

名
主

催
者

種 別
申

請
理

由
開

催
日

専 決
理

由
承 認

会
場

開
催

目
的

（趣
旨

）
開

催
内

容
R

4
R

3
R

2
所

管
課

意
見

R
5
.1

1
.2

8
第

4
9
回

中
信

地
区

小
学

校
管

楽
器

交
歓

演
奏

会

中
信

地
区

小
学

校
管

楽
器

教
育

研
究

会
後 援

地
域

の
方

々
に

支
え

て
い

た
だ

い
て

い
る

こ
と

に
感

謝
し

、
演

奏
を

通
し

て
感

謝
を

伝
え

た
い

た
め

令
和

5
年

1
2
月

9
日

（
土

）
○

過
去

承
認

○
ま

つ
も

と
市

民
芸

術
館

金
管

バ
ン

ド
や

吹
奏

楽
を

愛
好

す
る

児
童

が
、

音
楽

を
通

し
て

交
流

を
深

め
る

演
奏

会

参
加

費
：
1
人

4
0
0円

中
信

地
区

小
学

校
の

金
管

バ
ン

ド
・
マ

ー
チ

ン
グ

バ
ン

ド
・
吹

奏
楽

部
に

よ
る

演
奏

会
（
予

定
：
3
5校

）
第

1
部

（
1
2校

）
、

第
2
部

（
1
1校

）
、

第
3
部

（
1
2校

）
に

よ
る

3
部

構
成

の
演

奏
会

○
○

○

基
準

第
３

条
第

２
項

及
び

基
準

第
４

条
第

２
号

に
よ

り
可

学
校

教
育

課
　

共
催

・
後

援
台

帳
（
令

和
５

年
度

1
2
月

定
例

会
専

決
事

項
）

申
請

者
申

請
日

承
認

（
専

決
）
日

中
信

地
区

小
学

校
管

楽
器

教
育

研
究

会
会

長
：
三

輪
　

千
子

1
1
月

2
8
日

1
1
月

2
9
日
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教
育

部
生

涯
学

習
課

共
催

・
後

援
台

帳
（
令

和
５

年
度

1
2
月

定
例

会
専

決
事

項
）

受
付

日
件

名
主

催
者

(団
体

)
種

別
申

請
理

由
開

催
日

専 決
理

由
承

認
会

場
開

催
目

的
（
趣

旨
）

開
催

内
容

R
4

R
3

R
2

所
管

課
意

見
備

考

R
5
.1

2
.4

第
1
0
回

記
念

信
州

安
曇

野
ハ

ー
フ

マ
ラ

ソ
ン

信
州

安
曇

野
ハ

ー
フ

マ
ラ

ソ
ン

実
行

委
員

会

実
行

委
員

長
髙

橋
　

秀
生

信
州

安
曇

野
ハ

ー
フ

マ
ラ

ソ
ン

実
行

委
員

会
後

援

・
生

涯
ス

ポ
ー

ツ
の

 一
環

　
と

し
て

の
マ

 ラ
ソ

ン
の

　
普

及
を

図
 り

、
地

域
の

  
活

性
化

に
つ

な
げ

る
た

　
め

。
・
広

く
市

民
の

方
に

周
知

　
し

、
多

く
の

方
に

大
会

に
　

参
加

し
て

い
た

だ
く
た

　
め

。

1
2

月
4

日
令

和
６

年
６

月
２

日
（
日

）
〇

過
去

承
認

安
曇

野
市

豊
科

南
部

総
合

公
園

／
新

総
合

体
育

館
（A

N
C

ア
リ

ー
ナ

）
（ス

タ
ー

ト
・
フ

ィ
ニ

ッ
シ

ュ
会

場
）

安
曇

野
の

自
然

や
人

の
魅

力
を

全
国

に
発

信
す

る
た

め
、

第
1
0

回
記

念
信

州
安

曇
野

ハ
ー

フ
マ

ラ
ソ

ン
を

開
催

し
ま

す
。

ス
ポ

ー
ツ

を
通

じ
た

交
流

人
口

の
拡

大
と

地
域

の
活

性
化

を
目

的
と

し
ま

す
。

・
ハ

ー
フ

マ
ラ

ソ
ン

（
2
1.

0
9
7
5
㎞

）
定

員
：
5,

2
0
0
人

参
加

資
格

：
大

会
当

日
1
8
歳

以
上 参

加
料

：１
人

7,
0
0
0
円

（
税

込
）

・
フ

ァ
ミ

リ
ー

ラ
ン

（
2
㎞

）
定

員
：
3
0
0
組

6
0
0
人

参
加

資
格

：
大

会
当

日
1
8
歳

以
上

の
保

護
者

（１
人

）と
小

学
生

（
１

～
２

人
）
の

２
～

３
人

組
参

加
料

１
組

3,
5
0
0
円

（
小

学
生

2
人

の
場

合
は

１
組

4,
5
0
0
円

）

〇
〇

〇

基
準

第
3
条

第
2
項

及
び

第
4
条

第
2
号

に
よ

り
可

平
成

27
～

令
和

５
年

度
（
第

１
～

９
回

）
後

援
承

認
履

歴
あ

り
。

令
和

2
、

3
年

度
は

“
コ

ロ
ナ

”
に

よ
り

中
止

。

R
5
.1

2
.6

２
０

２
４

新
春

さ
わ

や
か

元
旦

マ
ラ

ソ
ン

安
曇

野
総

合
型

地
域

ス
ポ

ー
ツ

ク
ラ

ブ
ス

ポ
ネ

ッ
ト

常
念

臼
井

　
良

臣
安

曇
野

総
合

型
地

域
ス

ポ
ー

ツ
ク

ラ
ブ

　
ス

ポ
ネ

ッ
ト

常
念

後
援

市
民

に
参

加
を

呼
び

か
け

、
生

涯
ス

ポ
ー

ツ
の

推
進

を
図

る
。

ま
た

、
他

世
代

と
の

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
の

場
を

設
け

る
。

1
2

月
4

日
令

和
６

年
１

月
１

日
(月

)
元

旦
〇

過
去

承
認

堀
金

多
目

的
屋

内
運

動
場

 常
念

ド
ー

ム
集

合 堀
金

中
央

公
園

西
側

ス
タ

ー
ト

・
ゴ

ー
ル

市
民

の
健

康
・
安

全
を

祈
願

し
、

新
年

を
新

た
な

決
意

を
持

っ
て

ス
タ

ー
ト

す
る

場
と

し
て

開
催

す
る

。

コ
ー

ス
：
世

界
か

ん
が

い
施

設
遺

産
拾

ヶ
堰

 ラ
ン

ニ
ン

グ
コ

ー
ス

 2
㎞

・
3

㎞
・
5㎞

参
加

料
：
1人

1
0
0円

※
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
ィ

ル
ス

対
策

と
し

て
、

マ   
 ス

ク
持

参
、

手
指

の
消

毒
な

ど
準

備
。

○
○

○

基
準

第
3
条

第
2
項

及
び

第
4
条

第
2
号

に
よ

り
可

令
和

5
年

度
実

施
、

後
援

承
認

履
歴

あ
り

。

申
請

者
申

請
日

承
認

（
専

決
）
日

決
裁

中

決
裁

中
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教
育

部
 文

化
課

 共
催

・
後

援
台

帳
（
令

和
5
年

度
  

1
2
月

定
例

会
報

告
事

項
）

受
付

日
件

名
主

催
者

(団
体

)
種

別
申

請
理

由
開

催
日

専 決
理

由
承 認

会
場

開
催

目
的

（
趣

旨
）

開
催

内
容

R
4

R
3

R
2

所
管

課
意

見

R
5
.1

1
.2

7

ム
ジ

カ
べ

べ
0
才

か
ら

の
音

楽
会

・
３

才
か

ら
の

わ
く
わ

く
コ

ン
サ

ー
ト

ム
ジ

カ
べ

べ
0
才

か
ら

の
音

楽
会

松
本

六
郷

栄
夏

ム
ジ

カ
べ

べ
0
才

か
ら

の
音

楽
会

松
本

後
援

安
曇

野
市

内
の

、
た

く
さ

ん
の

子
育

て
世

代
の

方
に

楽
し

ん
で

頂
き

た
い

た
め

。

1
1

月
1
5

日
令

和
5
年

1
2

月
2
4
日

(日
)

〇
過

去
承

認
〇

1
1

月
2
7

日
キ

ッ
セ

イ
文

化
ホ

ー
ル

　
2
階

リ
ハ

ー
サ

ル
室

育
児

で
日

々
大

変
な

パ
パ

・
マ

マ
そ

し
て

子
ど

も
た

ち
に

、
音

楽
を

通
し

て
楽

し
い

ひ
と

と
き

を
過

ご
し

て
ほ

し
い

。

赤
ち

ゃ
ん

か
ら

大
人

ま
で

楽
し

め
る

ス
ト

ー
リ

ー
仕

立
て

の
参

加
型

コ
ン

サ
ー

ト
。

入
場

料
：
8
0
0
円

〇
-

-

基
準

第
3
条

第
2
項

及
び

第
4

条
2
号

に
よ

り
可

R
5
.1

1
.2

7
第

1
0
回

日
展

　
工

芸
美

術
　

長
野

県
入

選
者

展

公
益

財
団

法
人

安
曇

野
文

化
財

団
長

崎
大

幸

公
益

財
団

法
人

　
安

曇
野

文
化

財
団

後
援

安
曇

野
市

内
の

多
く
の

市
民

お
よ

び
教

育
機

関
に

向
け

、
事

業
の

周
知

宣
伝

を
積

極
的

に
取

り
組

み
、

作
品

の
出

品
や

鑑
賞

と
い

っ
た

芸
術

活
動

の
機

会
創

出
、

名
誉

市
民

で
あ

る
故

・
髙

橋
節

郎
顕

彰
の

機
会

と
す

る
た

め
。

1
1

月
1
6

日

令
和

５
年

1
2

月
1
3
日

(水
)

～
令

和
6
年

2
月

2
5
日

(日
)

〇
過

去
承

認
〇

1
1

月
3
0

日

安
曇

野
髙

橋
節

郎
記

念
美

術
館

　
水

辺
の

ギ
ャ

ラ
リ

ー
、

メ
デ

ィ
ア

フ
ォ

ー
ラ

ム

髙
橋

の
影

響
を

を
受

け
つ

つ
現

在
活

動
す

る
地

域
の

工
芸

作
家

を
広

く
紹

介
す

る
。

ま
た

、
日

展
顧

問
と

し
て

活
躍

し
た

安
曇

野
市

名
誉

市
民

で
あ

る
、

髙
橋

節
郎

の
偉

業
を

振
り

返
る

も
の

と
す

る
。

第
1
0
回

日
展

に
入

選
し

た
長

野
県

の
工

芸
作

家
の

作
品

を
展

示
し

、
現

在
の

日
展

工
芸

美
術

を
紹

介
す

る
。

入
場

料
：

一
般

4
1
0
（
3
6
0
）
円

高
大

生
3
1
0
（
2
6
0
）
円

※
（
）
内

、
2
0
名

以
上

の
団

体
中

学
生

以
下

、
7
0
歳

以
上

の
安

曇
野

市
民

、
障

碍
者

及
び

そ
の

介
助

者
1

名
無

料

〇
-

〇

基
準

第
3
条

第
2
項

及
び

第
4

条
2
号

に
よ

り
可

申
請

者
申

請
日

承
認

（
専

決
）
日

-68-



報告第７号 

令和５年度 事業進捗状況報告（懸案事項等） 

１ 学校教育課 
学校教育担当・教育指導室 

事業（懸案事項） 現    況 今後の取り組み 

就学時健診業務 

１ 就学時健康診断 

・11/29(水) 豊科東小 

２ 就学時健診 

・総ざらい対象者に勧奨 

１ 来年度実施日程調整依  

 頼 各学校医・学校歯科

医、市内小学校へ日程調整

を依頼 

教職員健康推進

事業 

１ 第２回ストレスチェック実施 

・12/４(月)～12/17(日) 

１ カウンセリングルーム

実施 １/20(土)穂高会館 

学校保健事業関

係 

１ アレルギー対応委員会 

・11/30(木)第１回委員会 

 

就学援助事務 

１ 就学援助費 

 ・修学旅行費支給 12/20(水) 

 ・医療券発行（後期） 

 ・事前支給に係る案内文書配布 

 

２ 特別支援教育就学奨励費 

 ・修学旅行費支給 12/20(水)、12/27(水) 

  

１ 就学援助 

 ・事前支給受付 １/４

(木)～１/31(水) 

 ・後期支払いに係る調査 

（学校、給食センター） 

２ 特別支援教育就学奨励

費 

・後期支払いに係る調査 

（学校、給食センター） 

GIGA スクール 

１ 活用支援 

・各学校の授業支援や教員向け研修等を実施 

 

２ 情報モラル 

 ・各校において、情報モラルに関する講演会を開  

催 12/５(火) 豊科南小 

１ 活用支援 

・授業支援、教職員向け研

修  

２ 情報モラル 

 ・各校において、情報モラ

ルに関する講演会を開

催２/16(金) 豊科南中 

コミュニティス

クール事業 

１ 学校運営協議会運営支援 

・12/13(水) 豊科東小 

 

２ 地域学校協働本部連絡会 

・11/28(火) 豊科南中学区、豊科北中学区 

・12/４(月)  穂高地域 

・12/６(水)  三郷地域 

１ 学校運営協議会運営支 

援  

 

２ 朗人大学連携事業 

学校安全支援事

業 

１ 通学路合同点検 

・11/28(火) 明科地域 

・11/29(水) 三郷地域 

１ 学校安全総合支援事業 

・実践報告書及び市町村教

育委員会報告書を県に提

出 

青色防犯パトロ

ール 

１ 年末特別警戒・年末交通安全運動出発式 

・12/14(木) 青色防犯パトロール車両７台出動 

 

小規模特認校制

度 

１ 学校通学区域審議会による答申書提出 

・12/５(火) 答申書提出 
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不登校支援事業 

１ 教育施設連携促進コーディネーターの活動状況 

・民間施設等訪問件数 10 件 

・学校訪問による民間施設等を利用する児童生徒の

状況把握、情報交換 ９校 

・民間施設を利用する児童生徒の学校活動時支援 

３回 

１ 市内の施設の定期訪問

を開始 

 

２ 施設利用する児童生徒

が学校行事に参加の際、希

望に沿って支援を実施 

 

３ 市外にて不登校支援等

を実施する施設にも随時

訪問 

 

 

２ 学校給食課 
学校給食担当 

事業（懸案事項） 現    況 今後の取り組み 

給食センター総

務費 

１ 12 月の安曇野の日に「安曇野みつばちりんごカ

レー」提供（中部学校給食センター）※安曇野市内

の小学生が考案した安曇野市の食材をふんだんに

使用したカレー 12/15(金) 

 

地産地消の取組み 

学校給食費会計

公会計事業 

１  令和 ５ 年度 給食 費 口座 振 替７ 期目 再 振

12/15(金) 

２ 令和５年度給食費口座振替８期 12/25(月) 

 

滞納整理の実施 

各給食センター

管理運営事業 

１ 所管する学校へ安心で安全なおいしい給食を提

供できるように、施設及び調理環境の整備の実施 

 

 

 

堀金給食センタ

ー設備更新事業 

１ 堀金学校給食センター厨房機器等更新工事期間 

９/22(金)～R6.９/４(水) 
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３ 生涯学習課  

社会教育係 

事 業 現    況 今後の取り組み 

二十歳の集い 

実施事業 

１ 「二十歳の集い」 

・ １/７（日）市総合体育館 ANC アリーナ 

午後２時～４時 15 分 

 

 

豊科生涯学習係 

事 業 現    況 今後の取り組み 

豊科公民館事業 

１ フレイル講座 

・ １/30（火）午前 10時～12 時 

 

穂高生涯学習係 

事 業 現    況 今後の取り組み 

穂高公民館事業 

１ 背骨コンディショニング教室①、② 

・ １/19・1/26（金）午前 8 時 45 分～ 

２ 小学生スキー教室 

・ １/27（土）白馬五竜スキー場午前 9時～ 

３ 水彩画教室⑤ 

 ・1/30（火）午後１時 30 分～ 

 

三郷生涯学習係 

事 業 現    況 今後の取り組み 

三郷公民館事業 

１ 元日ウオーキング 

・１/１（月）三郷地域内 午後 1 時～ 

２ 冬休み書初め教室 

 ・１/５（金）午後 1時～ 

３ 三郷地域人権尊重作品展 

 ・１/12(金)～１/28(日) 

４ 若返り体操 

 ・１/25（木）午後１時 30 分～ 

５ 三郷地域人権教育推進協議会 

・１/26（金）午後 7 時～ 

 

堀金生涯学習係 

事 業 現    況 今後の取り組み 

堀金公民館事業 

１ お宝発見講座「堀金小学校の遠足の歴史」 

・ １/15（月）午前 9時～ 

２ 健康づくり栄養講座① 

・ １/23（火）午前 10時～ 

 

明科生涯学習係 

事 業 現    況 今後の取り組み 

明科公民館事業 

１ 健康麻雀教室 

・ １/23（火）午後 1時～ 

２ 新春コンサート 箏と尺八のしらべ 

・ １/26（金）午後 2時～午後３時 30 分 
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４ 文化課 

         文化振興担当 

事 業 現    況 今後の取り組み 

芸術教育普及事

業 

１ 東京芸術大学交流事業 楽器演奏指導 

・リーダーズバンド参加募集中 

１ リーダーズバンド練習 

２/17（土） 

２ 京都芸術大学によるアートプロジェクト 

・京都芸術大学大学院生 12 人による制作・ワークシ

ョップ・展示 

・１月（日程調整中）ワークショップ 穂高商業高校 

２ 冬季展示 １/21（日） 

～２/４（日） 

 

３ 新進音楽家コンサート 

・オーディション一般の部において選出された４組の

演奏 

・12/９（土） 13：30～ みらい 137 人来場 

３ ジュニアクラシックコン

サート ３/23（土） 

４ 熊井啓顕彰事業 ４ 定期上映会  

２/14（水） 

５ ミュージアム活性化事業（安曇野市美術館博物館

連携事業） 

・美術館博物館職員等研修会 

12/13（水）修復研修 豊科近代美術館 

講師：土師広（修復家） 

・学校ミュージアム 

 11/28（火） 豊科東小学校全学年 

８館参加 約 170 人 

 11/30（木） 三郷中学校２学年 

６館参加 約 160 人 

 12/18（月） 穂高幼稚園 画家による作品制作を

見学 

・信州大学連携事業（博物館実習） 

 11/15（水）～ 信州大学による高田博厚資料整理 

・オンラインギャラリートーク 

 11月～ You Tube動画撮影 13館 12月中に納品 

・美術館博物館年間予定表 

 小中学生を同伴した保護者の入館料を無料とする

パスポートの発行(全児童・生徒へ配布) 

10 月利用者数 ７人、11 月利用者 12 人 

５ ミュージアム活性化事業 

・学校ミュージアム １/18

（木）穂高東中学校１学年 

・信州大学連携事業 １/７

（日）学生による市内美術館

バスツアー、１/22（月）～

信大内で展覧会開催 

文化団体補助事

業 

１ 『安曇野文化』刊行 

・主催 刊行委員会 

１ 編集委員会 

１/19（金）第４回編集委員会 

２ ちくに生きものみらい基金充当事業 

・11/２(木) 明北小５年 水産試験場 

 

指定管理施設の

事業 

１ 田淵行男記念館 

・８/29（火）～12/24（日）野川かさね写真展 

 

２ 安曇野髙橋節郎記念美術館 

・９/14（木）～12/10（日） 

 開館 20 周年特別展 あなたの節郎 

 

３ 冬季休館 

・飯沼飛行士記念館 12/15（金）～２月 

・穂高陶芸会館 １月～２月 
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博物館担当 

事 業 現    況 今後の取り組み 

豊科郷土博物館教

育普及事業 

１ こたつ講座 

・「信州の植物学の系譜」12/９(土) 参加者：15 人 

・「イエジマイ・ハカジマイ」12/16(土) 

１ こたつ講座（今後） 

・１/13・20、２/３・10・17 

(各土曜日) 

新市立博物館準備

事業 

１ 第１回新市立博物館整備方針検討委員会 

・期日：１/11（木） 

・会場：共用会議室 307 

 

貞享義民記念館教

育普及事業 

１ 朗読会「10周年最終公演おしゅん」 

・期日：11/23（木・祝） 参加者：74人 

２ 「安曇野から考える人権展」 

・会期：12/５(火)～12/22(金) 

 

文書館施設運営管

理事業 

１ 重要文書等収集・整理（公開資料点数） 

・公文書 50,496 点、地域資料 51,382 点(11 月末現在) 

(11 月新規点数/公文書 326 点、地域資料 177 点) 

 

文書館教育普及事

業 

１ 古文書講座 

・期日：11/13(月) 参加者：８人 

（開館５周年記念「受け継がれる地域資料」展関連） 

２ 講座「在方から見た松本大変～松本藩主交代劇～」 

・期日：11/19(日) 参加者：40人 

１ 「岩原北部絵図」公開 

(大庄屋山口家から寄贈された

絵図の公開) 

・12/15(金)記者発表、 

１/14・21(日)一般公開 

文化財保護係 

事 業 特記事項 今後の取り組み 

文化財保全事業 

 

 

１ 安曇野市文化財保存活用地域計画 

・策定支援業者と打ち合わせ（随時） 

 

・１/26(金)文化財調査委員会 

・１/27(土)～28(日)文化庁か

ら計画策定アドバイザ訪庁 

埋蔵文化財発掘

調査事業 

１ 国道 19 号歩道整備事業にかかる明科遺跡群明科

廃 寺 発 掘 調 査 （ 国 道 東 側 ）  試 掘 調 査

12/13(水)14(木) 

 

図書館係 

事 業 現    況 今後の取り組み 

安曇野市図書館 

全館事業 

１ バリアフリー用品の展示 

 ・すべての人に読書を楽しんでもらうために、図書

館に用意している読書をサポートするための用

品を館内に展示 

 ・12/16（土）～１/25（木） 各館の図書館内 

   

２「本のお年玉」 

 ・対象年齢やテーマ別に２冊セットにし、図書館職

員が厳選した本を、中身が見えない状態で貸し

出す。 

 ・１/５（金）～   用意分が無くなり次第終了 

 

中央図書館 
１ 映画上映会 「歌うヒットマン」 

・１/12（金） みらい  午後６時 30分～ 

 

豊科図書館 

１ チャレンジ講座② 

「エンディングノート講座 

～自分に合った終活を知る～」 

 ・１/20（土） きぼう  午後２時～ 
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５ 子ども家庭支援課 

子ども子育て政策係 

事 業 現    況 今後の取り組み 

ファミリーサ

ポート事業 

１ ファミサポ協力会員養成講座（後期） 

・12/１（金）、12/２（土）、12/８（金） 

堀金老人福祉センター 午前９時～ 

・全５回 24 時間講習 

 

児童クラブ整

備事業 

１ 教室改修工事等の進捗状況 

・豊科北小  ＰＣ教室改修 工事中  

・穂高南小  児童会室改修 工事着工 

・穂高西小  被服室改修  工事中 

・堀金児童館 プレハブ改修 12/８ 竣工 

・明北小   ＰＣ教室改修 工事中（変更） 

・三郷小   被服室改修  設計中（変更） 

１ 教室改修工事等の予定 

・改修工事 ８月～１月 

・改修工事 11 月～３月  

・改修工事 ８月～２月 

 

・改修工事 １月（延長） 

・設計期間 １月（延長） 

第３次安曇野

市子ども・子育

て支援事業計

画策定業務 

１ 子ども子育て会議（第２回） 

・第３次子ども・子育て支援事業計画策定におけるニー

ズ調査実施 

・12/６（水）発送 ～ 12/28（木） 

１ 子ども・子育てニーズ調査 

・１月～２月 データ集計・分

析 

・３月 調査結果報告 

黒沢洞合自然

公園整備事業 

１ 第６回黒沢洞合自然公園整備検討委員会 

・12/20（水）大会議室 午後３時～ 

１ 基本設計業務 

・履行期間 ５月～２月 

２ 土地利用条例に準じた説明 

  会 

・１/31（水）三郷公民館講堂 

 19 時～ 

子育てガイド

ブック 

 １ 2024 年度版 あづみの子育

てガイドブック 納品予定 

・12/28（木） 

子育て給付係 

事 業 現    況 今後の取り組み 

令和５年度子

育て世帯生活

支援特別給付

金 

１ 令和５年度子育て世帯生活支援特別給付金（低所得

世帯分・市独自分） 

・県主導の給付金に市独自分を上乗せして支給 

・児童１人当たり７万円（県３万円・市４万円） 

・積極支給：対象児童数約 200 人分 

・支給時期：12月 13 日初回積極支給済み。 

・申請支給：12月から受付開始、

順次支給。 

児童青少年係 

事 業 現    況 今後の取り組み 

児童館運営事

業 
 

１ 令和６年度児童クラブ入所

決定通知発送（１月末） 

豊科児童館整

備事業 

１ 児童館建設検討報告書提出 

・12/８（金） 午前９時 
 

青少年育成環

境整備事業 

１ 青少年健全育成県民大会 

・12/16（土）午後１時～ 

・佐久市コスモホール 

２ 青少年委員街頭巡回 

・12/26（火）及び 12/27（水） 
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青少年体験事

業 

１ 冬季親子体験ラボ 

・ヘアアレンジ講座 

・12/３（日）三郷公民館 

２ ジュニアリーダー養成講座 

・三九郎組み立て講座 

・12/９（土）堀金総合体育館ほか 

１ 武蔵野市交流事業（受入） 

・２/３（土）～４（日） 

子ども家庭相談担当〈子ども発達支援相談室〉 

事 業 現    況 今後の取り組み 

児童発達支援

事業 

１ 遊びの教室 

・12 月は５回実施 

こあら穂高（12/14） 

こあら堀金（12/11、12/18） 

いるか穂高（12/４） 

遊び後期穂高（12/21） 

 

２ 親子であっぷっぷ 

・12 月は４回実施（12/６、12/13、12/20、12/26） 

 

３ はいはいたっちの相談日 

・12 月は２回実施（12/８、12/22） 

 

４ ことばの相談日 

・12 月は２回実施（12/７、12/21） 

 

５ 親子で遊ぼう 

・12 月は１回実施（12/25） 

 

６ ソーシャルスキルプログラム学習会 

・12 月は２回実施（12/14、12/15） 

 

１ 遊びの教室 

・１月は７回の実施を予定 

 

 

 

 

 

２ 親子であっぷっぷ 

・１月は４回の実施を予定 

 

３ はいはいたっちの相談日 

・１月は１回の実施を予定 

 

４ ことばの相談日 

・１月は２回の実施を予定 

 

５ 親子で遊ぼう  

・１月は１回の実施を予定 

 

６ ソーシャルスキルプログラ

ム学習会 

・１月は１回の実施を予定 
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６ こども園幼稚園課 

保育幼稚園係・保育幼稚園担当 

事 業 現    況 今後の取り組み 

上川手認定こど

も園改修工事に

係る給食室改修

工事 

・当初の工程では、通常保育中を避け、給食の影響が

少ない、８月の夏季希望保育中に工事を行う予定で

あったが、入札不落となったため、工程の見直しを

行った。同様に影響が少ない冬休み中を利用して行

う。 

・給食を休止しないようにするため、12/25（月）か

ら 12/28（木）までの４日間とＲ6.1/９（火）から

１/12（金）までの４日間の計８日間は南穂高認定

こども園で合同保育を行いながら、給食の提供を受

ける。 

・保護者の了承は得ている。 

 

三郷東部認定こ

ども園建設事業

工事請負契約 

・Ｒ5.11/21（火）に建築主体工事、11/22（水）に電

気設備工事の入札を実施し、落札となったため、仮

契約を締結した。契約議決後速やかに工事に着手。 

園舎本体はＲ7.5 月末の完成を目指す。 

 

・機械設備工事は不落となったため、12/25（月）に

改めて入札を行う。 

 

 

 

 

 

 

入園オリエンテ

ーション 

入園オリエンテーション（認定こども園・幼稚園） 

３歳以上児のお子さんは、在園児との交流を行う。 

・保護者に対して入園説明と入園準備品についての説

明を行う。 

※未満児は保護者への入園説明と入園準備品説明の

み 

 

・Ｒ6.1/26（金） 

・各園にて実施 
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